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図表 1, 図表 2 のように, 太陽電池の分野に
おいても, 欧米企業や中国, 台湾等の急激な追
い上げにより, 国際競争が激化している｡ 太陽
電池の生産量は, 2004 年にはシャープが 27％
と 1 位であり, 国別生産量でも日本勢が 50％
を超えていたが, 2007 年にはドイツの Q-cells
が 10％と 1 位になり, 日本勢は合計して 1 位
とはいえ 25％にまで低下し, 中国勢が 22％と
激しく追随してきた｡ 世界での生産量は 2007
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年の 3733MW から 2008 年には 6941MW へと
急増するなか, 中国勢が 26％と 1 位, これに










家電量販店における 3 次元 (3D) テレビの
平均単価は, 2010 年 10 月に 19 万 1200 円 (税
抜き) と 20 万円を切ったという｡ 薄型テレビ
に占める 3Dの販売台数シェアが半年前の 4月
の 0.1％から 10 月時点では 3％にまで上昇する

































世界全体の GDP に占める日本の GDP の割
合は, 1990 年には 14.3％であったが, 2008 年
には 8.9％にまで縮小した4｡ 一人当たり GDP
は 2000 年には世界第 3 位であったが, 2008 年
には 23 位にまで急落した｡ いっぽうで新興国
は急成長しつつある｡ 世界の人口は現在 68 億
人, 日本では少子高齢化が深刻化しているが,






































GMは, 1996 年に電気自動車 EV1 を発売した






























5000 万ドルを出資し, SUV の RAV4 をベー







































度, 破壊靱性, 弾性, 剛性などに優れ展性・延
性が大きい金属材料であるのに対し, 異なる特
論 文




























超高速動態・変化等を実験, 計測, 分析, 評価
できる先端研究施設や計測分析機器等の研究基
盤の整備が必要となる｡
次世代二次電池や LED 照明, 半導体や液晶
製造用の超純水技術で培われた水処理技術の高
機能化, 逆浸透膜 (RO 膜), 微粒子や高分子
膜を利用する土壌・水質浄化などの環境負荷低








く流れのなかで, FEM (有限要素法) による
解析で, 実際の構造物に発生する応力を近似的
に計算, 解析できる有用なシミュレーション技































































いる10｡ 能力を養ううえで, さらに ｢練達｣ の
域に達しようと努力し, 技を究めた達人が到達
する心境を言い表す言葉としての ｢無我｣ ある










































｢科学技術研究調査報告 (平成 21 年版)｣ に
よれば, 日本における官民合計の研究開発投資
総額の対GDP比は 3.8％ (2008 年度) であり,
米国 2.8％, ドイツ 2.4％, フランス 1.9％, イ
ギリス 1.6％と比し高い水準にあるにも関わら
ず, 研究開発効率を検討すると, 1980 年代以
降, 他国に比して大幅に低下しており研究開発
投資が収益に結びついていない12｡ このうち
政府の支出が占める比率は, 日本 18％, 米国

































使用量である約 900 億立方メートルに対し, 仮






が高い｡ 図表 3のように, 部品や部材などの要
素技術, たとえば, 水処理膜, オゾン処理装置,
ポンプ, 制御等では日本勢は高い評価を獲得し
ている｡
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部材・装置 会社 概要





オゾン処理装置 三菱電機 中国で 9件受注
ポンプ 酉島製作所 海水淡水化用で大手
制御 横河電機 海水上下水道に 200 件納入
※MBR：膜分離活性汚泥法






蓄電池, 太陽光発電, 風力発電, スマートメー









































12 万トンであり, そのうち中国が約 97％を占













CHUKYO KEIEI KENKYU Vol. 20 No. 1・2106
水ビジネスの市場規模と海外展開する主な企業
分野 主な企業 現在の市場規模 25 年の市場規模
水道事業 施設所有 〈自治体〉 60 兆円 100 兆円




6 兆円 10 兆円
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7 日本経済新聞 2010 年 11 月 4 日号｡
8 日本経済新聞 2010 年 10 月 13 日号｡




10 Ruth Benedict (1946), The Chrysanthemum
and the Sword, Houghton Mifflin, (長谷川松
治訳 (1967) 『菊と刀』 社会思想社｡)
11 Thomas L. Friedman, The Lexus and the
Olive Tree, Farrar, Straus and Giroux, 1999
(東江一紀, 服部清美訳 (2000) 『レクサスとオ
歴史的転換期の渦中にあるものづくり
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13 日刊工業新聞 2010 年 9 月 20 日号｡
14 日本経済新聞 2010 年 10 月 9 日号｡
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